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平成29年４月から平成30年３月まで献眼者ご芳名
平成29年

４月 匿 名 希 望 富山市

４月 藤井真由美 様 富山市

４月 佐藤　善政 様 富山市

４月 谷　　和子 様 魚津市

４月 松井　紫乃 様 富山市

５月 福田　孝義 様 射水市

５月 上野　　茂 様 魚津市

６月 米田　卓矢 様 富山市

７月 匿 名 希 望 富山市

７月 浅野　紀夫 様 富山市

８月 匿 名 希 望 高岡市

８月 飯島美砂乃 様 富山市

８月 若井須美子 様 高岡市

８月 南部　尚次 様 南砺市

８月 富樫　まさ 様 富山市

９月 椎名　正保 様 上市町

９月 野澤やよえ 様 入善町

９月 須田庸二郎 様 高岡市

10月 棚田　正行 様 氷見市

10月 西田　敏夫 様 富山市

10月 五十嵐悦雄 様 富山市

11月 米澤　和子 様 高岡市

11月 毛利　　勇 様 富山市

11月 佐竹　勝也 様 砺波市

11月 山森サツ子 様 富山市

12月 坂東　良雄 様 入善町

12月 匿 名 希 望 富山市

12月 桶屋　賢二 様 黒部市

12月 中道外茂男 様 射水市

12月 匿 名 希 望 富山市

平成30年

１月 岩城　俊平 様 富山市

１月 筏井　シヅ 様 高岡市

２月 匿 名 希 望 富山市

２月 高山　悦子 様 富山市

３月 匿 名 希 望 高岡市

３月 大場　陸子 様 射水市

３月 髙橋　　章 様 高岡市

３月 匿 名 希 望 砺波市

̶謹んで哀悼の意を表します̶

厚生労働大臣感謝状伝達式
　10月23日（火）、県庁特別

室において献眼いただきまし

た皆様に厚生労働大臣からの

感謝状を伝達させていただき

ました。
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　母は本年１月にくも膜下出血

で100歳を目前に卒然と旅だっ

た。

　その日はデイサービスから帰

宅したあと、家族と会話後自室

で休んでいた。夕食の声を掛け

ると返事が無く、見に行くと様

子がおかしく、看護師をしてい

る娘が「すぐ救急車を呼んだ方

が良い」と手配してくれた。

　病院には狭心症と腹部動脈瘤

の持病があることと、本人を含め

て家族全員が延命措置を望まないことが合意形成されている旨をつげた。母は夫を難病

で長期療養のすえ亡くしており、その時病理解剖に同意し、また自分も献体登録し「し

らゆり会」総会にも２～３回出席していた。

　ずいぶん前に富山大学から献体の意思再確認書類が届いた際に「長いこと待ったけど

あの世からお呼びがかからないし、こんな婆さんじゃ役にも立たないだろう」と言って

献体を辞退する返事をだした。

　今回、母との別れに直面し一時は献体に同意していた経緯もあり、家族の心の負担の

軽い献眼をすることにし、院内コーディネーターを通じてアイバンクに連絡してもらい

手続きを進めた。後日角膜は綺麗で２人

の方に移植され再び光を取りもどされた

との連絡を受けた。

　母の献眼が一燈となり、県内に献眼の

万燈がともれば遺族として望外の喜びで

ある。

献眼者ご遺族の手記

一燈から万燈へ 筏井　晴夫

子供・ひ孫にかこまれて
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　母は私達７人の子育てで朝早くから働く

姿が目に浮かびます。母は神仏を敬う人で

日常、南無阿弥陀佛と良く聞きました。母

は少ない金額ですが人の役にと、いろんな

事に募金などしました。母は病気などほとんどせず、いろんな事を学びました。

　献眼のきっかけは私の同級生の長田雅

子さんの母が献眼され人のお役に立った

事を聞き、母は95歳でしたが私の角膜が

お役に立つならと、私と２人で富山県ア

イバンクに登録しました。母は105歳で家のベッドの上で私と妻の目の前で近くのお医

者さんに来ていただき永眠と診断されすぐにアイバンクに電話すると１時間くらいで若

い医師が来られ１時間で角膜の摘出が終わりました。

　母が逝ってはや１年が経ちました。厚

生労働大臣より感謝状の伝達が有り、母

の位牌に人のお役に立ちましたと報告し

ました。

献眼者ご遺族の手記

献眼者　野澤やよえの思い出 野澤　喜一

大寒や　耐えて100歳　母の笑み

喜一の句・母を読んだ句

百歳の　母の念佛　梅雨晴るる

喜一の句・母を読んだ句

母の角膜　世に役立ちて　彼岸花

喜一の句・母を読んだ句
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　左角膜をご提供下さったドナー様、理解あるご家族の皆様、あたたかな光をあたえて

くださり心より感謝いたします。ありがとうございました。

　５年におよぶ長い年月をどの様なお気持でいらした事か私の浅はかさを悔いていま

す。一言のお礼も伝えずにいた事を悔いています。

　今でも目を開けた瞬間をはっきり覚えています。赤、青、黄色、さまざまな色がこん

なにきれいなんだと日の光がこんなに明るいのだと。左の角膜手術において先生も驚く

早さで回復に向かいメガネ、コンタクト等が必要ない程です。これも、やさしさにあふ

れた皆様のお心です。これからは、故人様と私、二人で共に四季を感じ、風を感じ、笑

い、時には涙し、精一杯生きようと思います。孫達は、ばぁば

の目が直って良かったね。ばぁばの事大好きだから、ばぁばに

おめめをくれた人も大好きだよって言ってくれます。私も今で

きる事で少しでも人様のお力になれる事があればお手伝いさせ

ていただきたいと思っています。ありがとうございました。心

からありがとうございました。故人様のご冥福をお祈りいたし

ます。いっしょに日本海の海を見に行ってきます。

　角膜の病気で移植しか治療の道がないといわれ、うすれゆく視力と痛みに不安な日々

をすごしていました。思いがけず手術の機会に恵まれ術後のトラブルもなく、痛みもと

れ、数ヶ月後には視力も回復していく見込みです。今、あらためて献眼して下さったお

方に感謝してもしきれぬ思いと、それをお許し下さった御家族の皆様のお気持ちを思う

とき、この感謝の気持ちをどうお伝えすればよいのかわかりません。ほんとうにありが

とうございました。頂いた尊いお気持ちを大切に、少しでも人のお役にたてるよう生き

てまいります。ありがとうございました。

移植者の手記

再び孫の顔が見れる喜び

移植者の手記

視力回復に感謝を込めて

50歳代　女性

　女性
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富山ライオンズクラブ
　会長　河上　真弥

　富山ライオンズクラブの取り組みと致しましては、これまで例会において、富山県ア

イバンクの入江コーディネーターに講師として来訪いただき、アイバンク活動に関する

現状や今後の課題について説明していただいたり、滝沢秀明さんが出演したアイバンク

活動啓蒙用DVD「ヒ・カ・リ」を上映するなどして、メンバーの意識向上に取り組んで

きました。

　最近では、今から37年前に富山ライオンズクラブが富山城址公園に建立した「盲導

犬顕彰の像」を再度蘇らせようと設置した解説用銘板の中にも、県内のライオンズクラ

ブが取り組む献眼活動について記載し、多くの市民や観光客の目に触れています。

　また、富山ライオンズクラブでは、来年の４月６日に花見客とチンドンコンクールで

賑わう富山城址公園で障害者就労支援施設の方々と協力してバザーを行う予定にしてい

ますが、その場でのアイバンクに関する啓蒙活動ができないか検討したいと思います。

　今後も富山ライオンズクラブは、地道ながらも、アイバンク活動の普及・啓蒙に取り

組んでいきたいと存じますので、ご支援、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

献眼啓蒙活動における
富山ライオンズクラブの取り組み

盲導犬顕影銘板設置
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小杉ライオンズクラブ
会長　宿屋　浩一

アイバンク活動の取組みについて

　当クラブでは、例年「ふる

さと商工まつりin射水」にお

いてブースを設け、ガールス

カウトの協力を得てチラシ配

布による啓蒙活動および、募

金活動を行っております。

　また、地域のショッピング

センター「アル・プラザ小

杉」において献血の協力活動

の際に併せて、アイバンクの

チラシ配布による情宣を行っております。

　その他、自らが参画する意味において、メンバー全員のアイバンク献眼登録を目指し

ております。ここ１、２年の新会員を除いてはほぼ100％の登録率であり、新会員の追

加登録も推進していきたいと考えております。

　加えて、特に新会員向けに例会時にアイバンクのコーディネーターの方を講師として

招きアイバンクの現状等について講演頂いております。

　今後も、一人でも角膜移植についてご理解頂けるように活動をつづけて参ります。
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院内移植コーディネーターとの連携  ・ 医療機関での啓発活動のご紹介

一般啓発活動

市立砺波総合病院（イオンモールとなみ）

「看護の日・看護週間」に啓発活動を行いました。

公立南砺中央病院（病院エントランス）

南砺市民病院（福野ショッピングセンター　ア・ミュー）
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院内移植コーディネーターとの連携  ・ 医療機関での啓発活動のご紹介

　平成18年より臓器提供の円滑な推進を図るために、県内の22病院に院内移植
コーディネーターが設置されました。現在、22病院63名の院内移植コーディネー
ターが県知事の委嘱状を受けて活動を行っています。アイバンクは院内移植コー
ディネーターと連携して、献眼を希望される患者様の意思を尊重できるように院内
研修会や啓発活動を行っています。
　全国的には献眼数が低迷している中、富山県ではここ数年献眼数が増加しています。
　アイバンクに登録していなくても、本人が拒否していない限り、ご家族の同意で
献眼は可能です。その意思を汲むことができるのは、医療機関の皆様です。

医療機関での啓発活動

済生会高岡病院において献眼に関する講演

あおい病院において院内研修会で講演
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（公財）富山県アイバンク　　設立25周年記念大会  　
2017年10月15日（富山県民会館）

大黒理事長による献花

記念式典壇上大黒理事長挨拶

遺族代表のことば　福田靖子様

会場内のご来場者様の様子
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（公財）富山県アイバンク　　設立25周年記念大会  　
2017年10月15日（富山県民会館）

愛の献眼　光のリレー

大黒理事長による献花

記念式典壇上

板東英二氏へ花束贈呈
左　吉田義夫氏

（蜃気楼旋風・元魚津高校野球部 4番バッター）

会場入口での募金活動

2016年９月～2017年８月
までに献眼された36名のご
遺族様に対し、石井県知事
より厚生労働大臣感謝状の
伝達が行われました。

献眼されたご遺族様が順に献花される様子

記念講演　板東英二氏
演題「板東英二のがむしゃら人生」
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ご芳志ありがとうございました。 敬 称 略
単位：円

匿 名 希 望 1,000,000
野村　謹吉 130,000
坂東　浩一 100,000
山城　篤志 50,000
屋根　愼二 36,000
河島　早苗 30,000
筏井　晴夫 20,000
豊田　耕一 20,000
山下　　泉 20,000
松岡　秀子 16,000
中野　忠雄 15,000
愛場正利・京子 10,000
伊賀　　肇 10,000
大浦　　均 10,000
笠島　　眞 10,000
境　　里子 10,000
座間味法子 10,000
竹嶋　一恭 10,000
武田　　宏 10,000
栂野尾桂子 10,000
中西　清一 10,000
野澤　喜一 10,000
畠山　志郎 10,000
林　　　巌 10,000
福田　康司 10,000
舛谷　専一 10,000
松井久雄・優子 10,000
村上　　果 10,000
村田　　勇 10,000
藤巻　篤子 9,000
高田　　眞 7,500
石附　美和 6,000
佐伯　文江 6,000
笹島　延元 6,000
竹田　市次 6,000

赤川詩津子 5,000
石垣　誓子 5,000
一刎　幸子 5,000
下条　省三 5,000
中谷　義雄 5,000
中村　正根 5,000
二口　清子 5,000
堀　　壽夫 5,000
宮島さだ子 5,000
森田　明子 5,000
水木國夫・幸枝 4,000
朝倉　一美 3,000
跡治　幸子 3,000
穴田　　清 3,000
網　美保子 3,000
幾島かをる 3,000
石黒　　寛 3,000
稲場トシ子 3,000
稲村　栄勝 3,000
井村　昭彦 3,000
上田精弌・憲子 3,000
内山　照子 3,000
小川　季子 3,000
鹿島うら子 3,000
片岡毅久雄 3,000
菊地　　清 3,000
木村　聡子 3,000
木山　　隆 3,000
駒野　松也 3,000
作田純一郎 3,000
櫻井　惠子 3,000
佐々木公子 3,000
佐竹　幸江 3,000
篠塚　征則 3,000
島崎　君枝 3,000

杉岡　洋子 3,000
千龍　義信 3,000
竹部　俊惠 3,000
谷野　克巳 3,000
田之下和美 3,000
辻　美代子 3,000
寺澤　和美 3,000
寺島　文子 3,000
中川吏永子 3,000
中川　正吉 3,000
中西　広一 3,000
中山のぶ子 3,000
長原　好成 3,000
西田　君代 3,000
畑　　孝子 3,000
林　とみい 3,000
平木利司子 3,000
久田　茂光 3,000
福田　光夫 3,000
前田　隆夫 3,000
南　　正子 3,000
室山　若子 3,000
目澤　益子 3,000
矢木　義人 3,000
山田志津枝 3,000
山田　和枝 3,000
山本　　清 3,000
吉田　卓矢 3,000
我妻　眞美 2,000
二上　　功 2,000
久々湊　亮 1,000
篠崎　宣行 1,000
鍋島　一美 1,000

☆一般（個人）

□寄付者　ご芳名　平成29年４月〜平成30年３月

☆一般（法人・団体）
医療法人明世社白井病院 200,000
株式会社北陸電設 200,000
有限会社アミタニ 100,000
第三伊登勢丸 100,000
弘法工業株式会社 51,630
株式会社マルチョウ神戸屋 50,000
こしぶ眼科クリニック 44,084
日商建材株式会社 20,000

株式会社いたの 10,000
株式会社すがの印刷 10,000
株式会社富山県義肢製作所 10,000
有限会社富山重機 10,000
TOPモリオカ 10,000
田中眼科医院 6,000
医療法人社団 寿山会 5,000
有限会社ローザ大成堂 3,000

☆ライオンズクラブ関係
ライオンズクラブ奉仕銀行 2,500,000
1R1Zガバナー公式訪問 100,000
1R2Zガバナー公式訪問 150,000
2R2Zガバナー公式訪問 100,000
2R3Zガバナー公式訪問 50,000
豊岡正1R2ZC就任記念チャリティゴルフ大会 100,000

富山みなとライオンズクラブ 12,000
富山セントラルライオンズクラブ 10,000
黒部ライオンズクラブ 100,000
立山ライオンズクラブ 7,792
高岡アラートライオンズクラブ 10,000
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個人会員
□賛助会員　平成29年４月〜平成30年３月

相澤　吉彦
秋本　政亮
油本　　茂
新多　勇人
安藤　建二
飯塚　龍志
位寄　正司
池崎　策夫
石川　勝康
石川　雅朗
石﨑　敬治
石﨑　由則
石田ひとみ
石田　唯一
井田久美子
一川　順彦
伊東　景治
伊藤興一郎
伊東　紀一
伊藤　光雄
井上　　孝
今井　幹雄
今村　知代
入井　孝博
植田　芳樹
碓井　辰弘
内島　雄司
内山　英男
梅川　哲也

梅田　清一
浦野　孝一
大愛富美子
大浦　清重
大浦　　均
大江功一郎
大﨑　利明
太田　　茂
大田　妙子
大坪　　健
大庭　知子
岡田　幸光
岡本　武勇
奥原喜代司
桶屋　康裕
尾崎　　誠
小沢　正康
尾谷　秀雄
小津ゆかり
片口　尚志
片山　寿夫
加藤　樹永
金井　澄子
金山　　明
鎌谷　克彦
紙谷　晃一
上山　恵巳
狩野　俊哉
川口　秀春

川端　康夫
河原　知昭
川本　敏和
川本　元充
刑部　郁子
清河　高之
清河　　衛
串田　正二
熊野　　弘
熊本　新一
黒﨑　春久
慶野　耕一
高縁　　勲
髙縁　　勉
小坂　愛香
米屋　慎一
小柳　博美
神谷　尚機
齊藤　讓一
斉藤　周子
坂井　　泉
酒井　清光
境　　　伸
佐賀野昭一郎
作村佐智子
佐近　　肇
佐々木和明
佐々木祐二
澤飯　公臣

澤泉　　弘
澤田　訓正
篠崎　孝伸
篠田　和男
清水　英子
下坂　芳宏
菅野　寛二
杉本喜久子
高岸　和男
髙野　光子
高林　　敏
高柳　　昇
竹本　福志
舘　奈保子
田中　文悟
谷川　　悠
谷口　清高
谷口　敬敏
谷口　正明
谷口　保孝
谷村　一成
辻　　靖雄
土田　　豊
寺井　　仁
寺﨑　達二
戸澤　秀行
飛島　邦彦
飛田　茂代
豊田　葉子

虎谷　武道
鳥崎　真人
鳥山　　博
中尾　順一
長岡　貴啓
中川　伸一
中川　正人
長勢　知子
長田　雅子
中西　栄二
中村　孝子
波岡　一子
西野　義隆
新田　正昭
野崎　唯吉
野尻津喜夫
野尻登美子
能瀬　和雄
野村　賢政
橋本　喜洋
長谷川修博
畠山　　明
畠山　敏一
濱多　等志
濱田　昌子
林　　篤志
稗苗　清吉
久田　茂光
廣瀬　和夫

廣瀬　利行
藤記　尚子
藤塚由紀子
藤巻　篤子
干場　　毅
星山　慎一
保里真理子
堀内　康男
本元　幸俊
増井　　修
町田スヾエ
松倉　和也
松倉　正機
松崎　孝治
松下　哲也
松田　憲昌
松原　博紀
松本　憲治
丸田　清春
三井田一博
水木　國夫
水野　敏博
道原　英克
三井　適夫
宮腰　晃央
宮﨑　隆幸
宮島　　清
宮野　高司
村椿　　晃

室生　新二
森　　直樹
森　　　弘
森明　秀行
森田　嘉樹
柳　　重夫
山尾　佳史
山口　聖慈
山口　正人
山崎　和子
山崎　泰邦
山崎与四之
山下　　泉
山下　　誠
山下　陽子
山林　雅和
山本　明彦
吉崎　清則
吉崎　　剛
吉崎　　実
吉澤　富雄
吉田　重治
吉田　　讓
米田　　博
若森　征雄
渡邊　一三
綿屋　和美

法人会員
☆一般

株式会社岩黒製作所
株式会社押田建築設計事務所
株式会社北日本工芸
久保毅税理士事務所
株式会社黒東アメニティー公社
有限会社笹島商事
サンユウセキュリティ株式会社
株式会社すがの印刷
株式会社セイアグリーシステム
高瀬公認会計士事務所
東光運輸株式会社
株式会社富山県義肢製作所
富山スガキ株式会社
医療法人光ケ丘病院

平田眼科医院
株式会社広野
富源商事株式会社
株式会社藤井産業
伏木海陸運送株式会社
北陸エンジニアプラスチック株式会社
北陸バンドー株式会社
有限会社北高運輸
有限会社舛谷解体工業
丸進商事株式会社
株式会社マルチ・アクセス・カンパニー
株式会社丸八
ミユキ化成株式会社

滑川ライオンズクラブ
滑川有恒ライオンズクラブ
高岡フラワーライオンズクラブ

☆ライオンズクラブ関係
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募金ありがとうございました。平成29年４月〜平成30年３月
☆一般

公益財団法人富山県アイバンク設立25周年記念大会 166,006
医療法人社団ますだ眼科医院 14,136
ポプラ伏木古府店 14,125
有限会社福野自工 6,724
宮岸株式会社 5,305
グリーンリーブス高岡市民病院売店 5,230
ポプラ戸出春日店 5,111

ほり眼科クリニック 4,184
ポプラ小杉インター店 3,759
狩野眼科医院 1,956
新田眼科 1,729
富山第一ホテル 1,709
ホテルグランテラス富山 1,564

氷見ライオンズクラブ 51,350
小杉ライオンズクラブ 40,064
新湊ライオンズクラブ 10,000
高岡志貴野ライオンズクラブ 6,609

入善ライオンズクラブ 6,278
朝日町ライオンズクラブ 4,689
富山南ライオンズクラブ 2,944

☆ライオンズクラブ関係

応募期間：平成30年11月から平成31年８月末日まで
テ ー マ：富山県の市町村の風景・自然・人　富山県の景色を見せてあげよう。
募集対象：どなたでも応募いただけます。
応募可能作品数：１人３作品まで
応募方法：郵送またはメールにて応募
　　　　　郵 送 の 場 合→　〒930-0194　富山市杉谷2630番地　富山大学医学部内
　　　　　　　　　　　　　公益財団法人富山県アイバンク
　　　　　メールの場合→　info@toyama-eyebank.com
サ イ ズ：�4334pixel × 6118pixel / 縦型デザイン　JPGで保存（２MB以内）
　　　　　�なお、受賞作品については結果発表後に制作データをお送り頂きますので必

ず保管して下さい。

平成31年度の啓発用ポスター写真を募集

受賞作品について�
　応募作品の著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）は応募した時
点で、公益財団法人富山県アイバンクに帰属するものとし、応募者は、応募作品につい
て富山県アイバンクに対し著作者人格権を行使しないものとします。
※応募作品は一部表記やデザインなどについて修正をする場合があります。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成29年度事業報告

〈公益事業１〉眼のあっせん等に関する事業

⑴献眼登録者の募集および啓発事業

　　登録パンフレットを1,000部印刷し、県内医療機関、市町村、関係各所へ配布した。

　　登録希望者へパンフレットの配布、登録カードの発行を行った。

　　本年度の献眼登録者数は、92名となった。

⑵眼球あっせん事業

　①眼球のあっせん

　　●�ドナー情報が42名あり、38名から提供を頂いた。

　　

献眼月 年齢　 性別 在住地

４月

70歳代 男性 富山市
50歳代 女性 富山市
70歳代 男性 富山市
80歳代 女性 魚津市
30歳代 女性 富山市

５月
70歳代 男性 射水市
70歳代 男性 魚津市

６月 30歳代 男性 富山市

７月
80歳代　　　男性 富山市
70歳代 男性 富山市

８月

90歳代 女性 高岡市
50歳代 女性 富山市
90歳代 女性 高岡市
90歳代 男性 南砺市
90歳代 女性 高岡市

９月
80歳代 男性 上市町

100歳代 女性 入善町
30歳代 男性 高岡市

10月 60歳代 男性 氷見市

献眼月 年齢　 性別 在住地
90歳代 男性 富山市
50歳代 男性 富山市

11月

60歳代 女性 高岡市
70歳代 男性 富山市
70歳代 男性 砺波市
80歳代 女性 富山市

12月

80歳代 男性 入善町
80歳代 女性 富山市
80歳代 男性 黒部市
80歳代 男性 射水市
70歳代 男性 富山市

１月
70歳代 男性 富山市
90歳代 女性 高岡市

２月
60歳代 男性 富山市
60歳代 女性 富山市

３月

　

70歳代 男性 高岡市
60歳代　　 女性 射水市
80歳代 男性 高岡市
70歳代 女性 砺波市

　　●提供者のご葬儀に参列し、弔辞を奉読し、感謝状を伝達した。

　　●提供者ご遺族へ、角膜移植報告を行った。

　　●�提供眼球の検査等を行い、医学基準に基づき、角膜のあっせんを行い、74名の方

に角膜移植が、また、強膜のあっせんを行い、39名の方に強膜移植が行われた。

　②移植希望者の募集および登録

　　●移植を希望する医療機関より移植申込を受け、移植待機リストを作成した。

（平成29年４月１日〜平成30年３月31日）
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⑶普及啓発事業

　①医療従事者への啓発活動

　　●�富山県立中央病院、厚生連高岡病院、高岡市民病院において病院症例検討会を行っ

た。

　　●�市立砺波総合病院、高岡市民病院の院内移植委員会等に参加した。

　　●�啓発活動の一環として、済生会高岡病院、あおい病院、厚生連高岡病院において献

眼啓発講演を行った。

　②一般県民への啓発活動

　　●街頭での啓発活動を県内各地で24回実施した。

　　●依頼を受けて県内各地で３回実施した。

⑷その他

　　　第76回富山眼科集談会にてミニ発表をした。

　　　第16回日本組織移植学会学術集会に参加した。

　　　県内外の角膜移植に関する学会・セミナー等に参加した。

〈公益事業２〉眼の衛生に関する普及啓発事業

⑴�情報紙「アイバンク情報」を月１回発行し、ホームページに掲載した。

⑵�広報誌「富山県アイバンクだより第23号」7,000部を発行し、登録者並びに県内関係機

関へ配布した。

⑶�設立25周年記念誌「25年のあゆみ」を発行し、登録者並びに県内関係機関へ配布した。

寄附金を頂いた個人・団体などへ感謝状を伝達した。

　●富山大学附属病院羊膜ドナーに対するインフォームド・コンセントに５回立会った。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成29年度収支計算書（損益）
平成29年４月１日～平成30年３月31日

（単位：円）

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

⑴経常収益

　①基本財産運用益 17,909 0 17,909

　②特定資産運用益 7,644 0 7,644

　③受取会費 1,022,000 0 1,022,000

　④事業収益 15,560,000 0 15,560,000

　　角膜斡旋手数料 14,000,000 0 14,000,000

　　強膜斡旋手数料 1,560,000 0 1,560,000

　⑤受取補助金等 3,480,000 1,000,000 4,480,000

　　富山県補助金収入 1,350,000 0 1,350,000

　　LC奉仕銀行助成金収入 1,500,000 1,000,000 2,500,000

　　富山県共同募金会助成金収入 600,000 0 600,000

　　富山県善意銀行助成金収入 30,000 0 30,000

　⑥受取寄付金 3,622,492 74,986 3,697,478

　　寄付金収入 3,344,006 0 3,344,006

　　募金収入 278,486 74,986 353,472

　⑦雑収益 212,856 115,240 328,096

　⑧他会計からの繰入額 1,497,357 0 1,497,357

　経常収益計 25,420,258 1,190,226 26,610,484

⑵経常費用

事業費 27,298,708 0 27,298,708

　①眼球のあっせん等に関する事業費 10,292,864 0 10,292,864

　②眼の衛生に関する普及啓発事業費 1,276,021 0 1,276,021

　③公益事業共用費 12,625,507 0 12,625,507

　④什器備品償却費 764,559 0 764,559

　⑤共同募金会助成金事業費支出 842,400 0 842,400

　⑥他会計への繰出額 1,497,357 0 1,497,357

管理費 0 2,173,487 2,173,487

　①諸給与支出 0 1,115,519 1,115,519

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

　②会議費支出 0 553,702 553,702

　③需用費支出 0 444,476 444,476

　④退職給付費用 0 59,790 59,790

　⑤什器備品償却費 0 0 0

　経常費用計 27,298,708 2,173,487 29,472,195

評価損益調整前当期増減額 △ 1,878,450 △ 983,261 △ 2,861,711

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 1,878,450 △ 983,261 △ 2,861,711

２．経常外増減の部

⑴経常外収益 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0

⑵経常外費用 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 △ 1,878,450 △ 983,261 △ 2,861,711

　一般正味財産期首残高 86,040,213

　一般正味財産期末残高 83,178,502

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　受取補助金等 0 0 0

　受取負担金 0 0 0

　受取寄付金 0 0 0

　基本財産運用益 0 0 0

　基本財産利息収入 0 0 0

　特定資産運用益 0 0 0

　一般正味財産への振替額 0 0 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 83,178,502
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公益財団法人富山県アイバンク相談役・理事・監事

理事41名・監事２名

役　職 氏　名 勤　務　先

理 事 長 大黒　幸雄 株式会社マルチ・アクセス・カンパニー　代表取締役

副理事長 磯野　敏雄 司法書士･土地家屋調査士･行政書士磯野敏雄事務所　所長

副理事長 牧　　　亨 東光運輸株式会社　代表取締役社長

常務理事 森　　　弘 防災電設株式会社　代表取締役

常務理事 木村　正明 株式会社木村経営会計事務所　代表取締役

名誉理事 高田　　眞 阪神容器株式会社　代表取締役会長

理　　事 宮岸　　武 北陸バンドー株式会社　代表取締役社長

理　　事 伊勢　豊彦 株式会社セイアグリーシステム　代表取締役

理　　事 野村　謹吉 株式会社ガスコムノムラ　会長

理　　事 本村　哲明 株式会社北日本工芸　代表取締役

理　　事 金井　澄子 元公益社団法人富山県善意銀行　特別参与

理　　事 寺﨑　達二 寺﨑樹脂　代表

理　　事 笠島　　學 医療法人社団紫蘭会光ヶ丘病院　理事長・院長

理　　事 藤巻　篤子 木戸クリニック　

理　　事 林　　篤志 富山大学医学部眼科　教授

理　　事 中尾　順一 株式会社ホクペレ　代表取締役会長

理　　事 前田　彰久 富山県　厚生部長

理　　事 車　　　司 社会福祉法人富山県社会福祉協議会　専務理事

理　　事 片山　壽夫 片山眼科医院　院長

理　　事 藤塚由紀子 元富山県消費者協会　事務局長

理　　事 宮本　眞弓 元富山医療福祉専門学校　副学校長

理　　事 井村　昭彦 元富山県議会議員

役　職 氏　名 勤　務　先

理　　事 筏井　晴夫 元高岡信用金庫

理　　事 門前　昌志 阪神化成工業株式会社　総務部長

理　　事 熊野　　清 砺波宅建企画　代表

理　　事 畠山　志郎 株式会社北陸電設　取締役

理　　事 髙見　隆夫 髙見後援会事務所

理　　事 豊岡　　正 株式会社プラテックス　代表取締役

理　　事 小川　慶二 株式会社小川板金工業　代表取締役

理　　事 苗加　康孝 有限会社苗加製作所　代表取締役

理　　事 山田　真功 平和交通株式会社　代表取締役社長

理　　事 山﨑　　泉 株式会社山崎組　代表取締役

理　　事 中嶋　　進 中島サイディング　代表

理　　事 池田　善揮 株式会社廣昌堂　代表取締役

理　　事 齋藤　　博 萩浦工業株式会社　代表取締役社長

理　　事 嘉藤　　肇 鈴木工業株式会社　代表取締役社長

理　　事 髙縁　　勉 髙縁タイル店　代表

理　　事 小竹　茂樹 オダケホーム株式会社　代表取締役会長

理　　事 増井　　修 株式会社マスイ　代表取締役

理　　事 松井　謙二 株式会社北陸工営　代表取締役

理　　事 澤泉　　弘 澤泉登記測量行政事務所　所長

監　　事 高瀬　清春 高瀬公認会計士事務所　代表

監　　事 石村　正男 北海工業株式会社　代表取締役

（平成29年７月10日現在）

（平成30年６月25日現在）

役　職 氏　名 勤　務　先

名誉顧問 高田　順一 阪神容器株式会社　代表取締役社長

役　職 氏　名 勤　務　先

相 談 役 中川　忠昭 富山県議会議員

相 談 役 渡辺　守人 富山県議会議員

名誉顧問１名・相談役２名  

− 18 −
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公益財団法人富山県アイバンク評議員

氏　名 勤　務　先

泉野　正人 株式会社泉野地所　代表取締役

高松　丈志 株式会社高松機板製作所　代表取締役会長

内野　　忠 株式会社北越　代表取締役社長

木村　貴之 有限会社エイキ　代表取締役

高田　重信 富山市議会議員

五十嵐　務 有限会社富山メディアワーク（県議会議員）　取締役

今井　節子 シーエスフィールド株式会社　取締役

長谷川修博 日本海調温株式会社　代表取締役

山口　　清 有限会社富山重機　代表取締役社長

小山　　登 有限会社南大門　代表取締役

岡本　葉子 有限会社プロハート　代表取締役

山口　勝康 株式会社CSM　代表取締役

辻井　益雄 株式会社富花　代表取締役

石坂　　昭 株式会社イシサカ地所　代表取締役会長

笊畑　孝生 有限会社テクニカ　代表取締役

毛利　　功 株式会社毛利園芸　代表取締役

菅野　寛二 株式会社すがの印刷　代表取締役

中田　眞法 大岩山日石寺　責任役員

橋本　　篤 橋本事務所　代表（所長）

氏　名 勤　務　先

渡辺　隆英 有限会社渡邊工業　代表取締役

渡辺　誠治 有限会社わたなべ電装　代表取締役社長

高縁　　勲 有限会社高縁自動車　代表取締役

弓野　久和 大家庄農事生産組合　組合長

森田　誠一 株式会社森田木工所　代表取締役

若森　征雄 若森商店　代表

北林　和正 有限会社北林不動産管理　代表取締役

田邉ゆかり 株式会社エイアイエスコーポレーション　代表取締役

車　　啓三 クルマ商事株式会社　代表取締役

工藤　光也

板野　吉秀 株式会社いたの　代表取締役社長

飯田　和男 有限会社ミナト　代表取締役

新多　勇人 優トラベルクラブ　代表者

伊藤　光雄 イトウ重機工業株式会社　代表取締役

坂東　　昭 有限会社坂東設備　代表取締役

堀　　　正

片山　和行 株式会社北越　代表取締役社長

今井　　司 となみ観光交通株式会社　取締役

長原　好成 公益社団法人富山県善意銀行　事務局長

（平成30年10月１日現在）

　毎回頭を悩ますのは表紙の図案です。光をテーマにホタルイカを取り上げたり、美
しい顔が見られるように願って時の女性に登場してもらったり、当年度に県内で開催
されて話題になったイベントの写真を使ったり、いずれも目が見えるように成ること
を願っての事です。今回は黄・赤・緑・青が配色された、美しい立山連峰の風景を選
びました。これも視力を回復されたら見てほしい風景です。
　献眼者ご遺族の手記も増頁しました。後に続く献眼者が１人でも多くなるようにと
の思いからです。
� 広報委員　畠山志郎（富山みなとライオンズクラブ所属）
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アイバンク　Ｑ＆Ａ

献眼は心停止後に眼を提供していただくことで、臓器提供は、体内
の臓器を提供することです。

年齢の制限はありません。100歳以上の方からもご献眼いただいて
います。また臓器提供は、肝臓を除いて年齢制限があります。

ご本人の意思でアイバンクに登録していただくと、登録カードを発
行します。そしてご本人が亡くなられた時点でご家族からアイバン
クに連絡していただくしくみになっています。
また、登録していなくても拒否していない限り、ご家族の同意で提
供できます。

できます。白内障や近視、乱視、老眼、色盲のような眼の異常が
あっても献眼は可能です。

お亡くなりになったところで提供していただきます。病院であれば
病院で。またご自宅であればご自宅まで医師が出向きます。

エイズ・Ｂ型肝炎・神経系疾患・敗血症・白血病などの病気は献眼
できません。

義眼を入れた後にエンゼルメイクを施しますのでおだやかな顔はそ
のままです。 
また、摘出時間は30分程度とわずかです。

Ｑ１．献眼と臓器提供ってどう違うの？

Ｑ２．何歳までできるの？

Ｑ３．どうやって提供するの？

Ｑ４．白内障の手術をしたのですが献眼できますか？

Ｑ５．どこで提供するの？

Ｑ６．献眼できない病気ってあるの？

Ｑ７．献眼した後はどのようになりますか？

Ａ１．

Ａ２．

Ａ３．

Ａ４．

Ａ５．

Ａ６．

Ａ７．


